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（=⇒の前が訂正前，後が訂正後）

• p.2 下から 9行目，8行目（2箇所）

Re s > 1 =⇒ Re s > 0

• p.4 脚注 1行目

数列 {an}は {|an|}が収束すれば {an}も収束する． =⇒

無限和
∞∑

n=1

an は
∞∑

n=1

|an|が収束すれば収束する．

• p.15 上から 9行目（問題 1.1より上に 6行目）

積分 (1.13)を sの関数と考えると関数 F (z)は sに関して =⇒
積分 (1.13)を sの関数と考えると積分は sに関して

• p.23 下から 7行目

s = −2m+1 =⇒ s = −2m（mは正整数）

• p.28 問題 2.1の上から 2行目

arg z1+arg z2 = π =⇒ arg z1− arg z2 = π

• p.28 問題 2.1の上から 8行目

θ1+θ2 = π =⇒ θ1−θ2 = π

• p.28 問題 2.1の上から 9行目

θ1 = π−θ2 =⇒ θ1 = π+θ2

• p.28 問題 2.1の上から 10行目

cos θ1 = cos(π−θ2) = =⇒ cos θ1 = cos(π+θ2) =

• p.28 問題 2.1の上から 11行目

sin θ1 = sin(π−θ2) = =⇒ sin θ1 = cos(π+θ2) =

1



• p.50 （脚注を除く）本文の下から 2行目∫ ∞

0

dt

(a2 + t2)(b2 + t2)
= =⇒

∫ ∞

0

dt√
(a2 + t2)(b2 + t2)

=

• p.53 脚注上から 4行目 (
aj1
aj2

)
=⇒

(
a1j
a2j

)

• p.63 下から 6行目

−1/ai =⇒ (−1/a)i

• p.65 下から 10行目，7行目，2行目（3箇所）

∞∑
k=0

an =⇒
∞∑
k=0

ak

• p.66 上から 2行目
∞∑
k=0

|an| =⇒
∞∑
k=0

|ak|

• p.76 上から 8行目

−u(x, y)
∂v

∂y
+ v(x, y)

∂v

∂y
= 0 =⇒ −u(x, y)

∂v

∂x
+ v(x, y)

∂v

∂y
= 0

• p.81 下から 5行目に追加

f(z) = zn の積分を求めよ. =⇒
f(z) = zn の積分を求めよ. ただし，nは整数とする．

• p.196 定理 5.5の 2行目

℘′(z)3 = 4℘(z)4+g2(τ)℘(z)+g3(τ) =⇒ ℘′(z)3 = 4℘(z)3−g2(τ)℘(z)−g3(τ)
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